
未知との遭遇                                 上映時間 13７分 

                      

『未知との遭遇』（みちとのそうぐう、Close Encounters of the Third Kind）は、1977 年に公開されたアメリ

カ映画である。世界各地で発生する UFO 遭遇事件と、最後に果たされる人類と宇宙人のコンタクトを描いた。 

 

概要 

1977 年 11 月 16 日公開。日本での公開は 1978 年 2 月 25 日。言語は英語。製作費 2,000 万ドル。コロムビア映

画提供。 

「ファイナル・カット」版 

    製作 20 年を記念して発表された再々編集版。特別篇をベースにロイが狂ったようにデビルズタワーの模型

を作るシーンをはじめとしたカットされたいくつかのシーンを復活させたほか、マザーシップ内部描写の削除、

フイルムのデジタルリマスター等を行った。この結果、137 分と一般上映されたものとしては最も長いバージョ

ンとなった。AUE にはさらにリマスター収録されている。この映画では唯一 DVD が単品販売されており、レン

タル用もこのバージョンが提供されている。「星に願いを」のメロディーは再び削除されている。 

 

コレクター向けのソフト化はスタッフのインタビューを含む大量の資料／特典とともに'77 年版と「特別編」の

両方をプログラム再生という形で選択、鑑賞可能にしたレーザーディスクがあり、製作 30 周年を記念して発売

された「アルティメット・エディション」のセット（ブルーレイは 2 枚組、DVD は 3 枚組）では、'77 年版＋「特

別編」＋「ファイナル・カット」の 3 種類が同梱されている。 

 

あらすじ 

バミューダトライアングルで行方不明になった戦闘機群や巨大な貨物船が、砂漠に失踪当時の姿のまま忽然と姿

を現した。謎の発光体が米国内外で目撃され、原因不明の大規模停電が発生。発電所に勤めるロイ・ニアリーも

停電の復旧作業に向かう途中、不可思議な機械の誤作動を起こす飛行物体と遭遇。それが放つ閃光を浴びて以後

理由も判らないまま、憑かれたように UFO の目撃情報を集め出し、枕やシェービング・クリームに漠然と山の

ような形を見出すようになる。インディアナ州に住む少年バリー・ガイラーは家の台所に入り込み冷蔵庫を漁っ

ていた「何者か」と鉢合わせするが、恐れる様子も無く後を追い掛け、その母のジリアンも深夜外に出て行った

息子を連れ帰ろうとする途中で飛行物体の編隊と遭遇し閃光を浴び、ロイ同様に山の姿を描くようになる。 

 

飛行物体の群れにバリー少年が連れ去られる（アブダクション）など謎の現象が続く中、フランス人 UFO 学者

のクロード・ラコームは異星人からの接触を確信し、「彼ら」と直接面会する地球側の「第三種接近遭遇」プロ

ジェクトをスタートさせる。「彼ら」からのデータ送信をキャッチしそれが地上の座標を示す信号で、ワイオミ

ング州にあるデビルスタワー（悪魔の塔）という山を指し示していた。軍も出動し有毒ガス漏洩を偽装して住民

が退避させられるがニュースで報じられた事によってロイとジリアンは探し求めていた奇妙な形の山がデビル

スタワーである事を確信。州境を越えデビルスタワーを目指す。 

 

デビルスタワーに陣取ったラコームらプロジェクトチームの目前に飛行物体の編隊が現れ、チームが送った信号

に反応を示して飛び去った。関係者達は歓声を上げるが、直後山の背後から「彼ら」の母船とみられる巨大な円

盤が重低音を響かせながら出現する。 


